
 

 

 

 

 
 

 

 平成 28 年（2016 年）貿易概況〔速報〕  
 全国の貿易概況 

   平成28年の貿易額は、輸出は鉄鋼、自動車等が減少し、70兆392億円と対前年比7.4％の減

少（4年ぶりの減少）となった。 

また、輸入は原粗油、液化天然ガス等が減少し、65兆9,651億円と対前年比15.9％の減少

（2年連続の減少）となった。 

      その結果、差引額は4兆741億円（６年ぶりの黒字）となった。 

 

  長崎税関管内の貿易概況      （資料提供：長崎税関） 

 

 

 

 

 

◎長崎税関管内港別貿易額[平成28年分]  （単位:百万円）  

 

※前年比１０％以上の増減 があったものは青字（増加）、赤字（減少）で表示  

区 分 

輸       出 輸       入 

２８年分 対前年比 ２８年分 対前年比 

管内合計 ５０４，５８７ １１３．９％ １，１０７，４３７ ７５．８％ 

長    崎 １９５，２２３ １９３．１％ ５１，８４５ ７６．８％ 

長崎空港 １８２ ９８．６％ １，４６６ ３４．７％ 

佐 世 保 １４２，３００ ８１．０％ ８８，６８９ ８２．６％ 
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< 輸出：2年ぶりのプラス > 

再輸出品、ゴムタイヤ及びチューブな

どが減少したものの、船舶類、一般機

械などが増加し、2年ぶりのプラス 

5,045億87百万円 

(対前年比+13.9%) 

< 輸入：3 年連続のマイナス > 

科学光学機器が増加したものの、鉱物性

燃料、飼料などの減少により、3 年連続

のマイナス 

1 兆 1,074 億 37 百万円 

 (対前年比▲24.2％) 



区 分 

輸       出 輸       入 

２８年分 対前年比 ２８年分 対前年比 

三 池 １０４，１３６ １１３．８％ ３３，９１２ ８２．８％ 

八 代 １４，３０５ ９６．８％ ４１，１７３ ８９．６％ 

熊 本 １４，４１８ ８３．２％ １０，７７８ ７４．７％ 

三 角 １，２０７ ８６．６％ ２１，１０１ ６４．４％ 

水 俣 ４４１ ２．２倍 ９，３２２ ８４．１％ 

熊本空港    － － １７ ０．７％ 

鹿 児 島 ４，５１１ ２．０倍 ７０９，１１７ ７５．６％ 

鹿児島空港 ２，６０９ ２．７倍 １，８０３ ４０．８％ 

志 布 志 ２０，９４５ ６６．９％ １１７，７９５ ７２．３％ 

川 内  ３，９２３ ６９．３％ １５，３１１ ６９．７％ 

枕 崎 ３８６ ５１．３％ ５，１０８ ８２．０％ 

（注）① 長崎港には、松島港を含む                          

② 佐世保港には、松浦港及び福島港を含む                     

③ 鹿児島港には、喜入港を含む 

 為替レート：税関長公示レートの平均値 

   平成２８年平均：１０８．９５円／ドル 【前年（１２１．００円）比 １０％円高）    

 

  

 


